
1/200 の住宅模型も登場！
住宅の具体的なイメージを持ってもらいました

最後に住民の方が発表！
各班で話し合った内容を全体で共有します

みんなの意見はふせんに書き留めていきます

→裏面に続く

松ヶ浜地区町営住宅 懇談会だより第一回

初めての入居者懇談会

まずは自己紹介

新しいコミュニティについて熱く議論

平成 26 年 6月 29 日、老人福祉センターで松ヶ浜町営住
宅入居者を対象とした第一回懇談会が開催されました。
入居予定者 20 名と松ヶ浜地区の区長さん、民生委員さん
など、地域の方にも参加頂くことで入居者と地域の方々
との交流も図られました。

　今回の懇談会は初めての懇談会ということで、まず最初に名前カードを使った自己紹介ゲームを
行いました。初めて顔を合わせる人も多かったようですが、ゲームは大変盛り上がり、お互いの名
前を紹介し合いました。

　その後、町営住宅のコミュニティについて、今までの近所付き合いを思い出しながら３つの班で話
し合いました。各班で意見を出し合った後、班の代表者が話し合った内容を発表しました。挨拶やイ
ベント等を通して、お互いのことを知り合うことや、ルールやマナーを守って生活していくことの重
要性などを確認しました。



町営住宅の新しいコミュニティって？

　今後も、入居者同士のコミュニティ作り、共用部のルール作り、安心で健康的な生活作りを目的
として、懇談会を開催します。次回の懇談会にも是非ご参加ください！

１班 ２班 ３班

７月２７日 (日 )　１０時００分～

第二回
懇談会

場所：老人福祉センター
内容：住戸・駐車場の決定方法について

■地域イベントへの参加
・子供会、お祭りなど地区のイベ
   ントへの参加
■気遣い、手伝い合い
・高齢者などには、買い物や荷物
　運びの声がけをする
・互いを思いやり、節度をもった
   生活（マナー、騒音等）

■情報伝達、見守り
・回覧板に日付を書込むことで、
　滞留を防ぐ
■リーダーの必要性
・リーダーシップがある人がいる
   と、まとまりが出る
■多世代交流
・子供たちへの挨拶・声がけなど
   地域での見守りをする

■あいさつから始めて、他の方の雰囲気を大切にした新しいコミュニティを！！
　・近所の方とのあいさつが大切
　・同じ地域に住むのだから仲良くしていきたい
　・散歩やごみ集積所など、会って、あいさつしながら、新しいコミュニティを作っていく
　・なじみにくそうな方や引っ込みがちな方もいると思うので、その方の雰囲気（カラー）
　　を大切にし新しいコミュニティを
■掃除や草刈は自分自身で、だけどみんなで行う活動！！
　・きっちりしたルールよりも、お互いの気配りで気持ちよく住んでいく
　・まずは自分の住戸周りは自分でする
　・隣さんときれいな環境という意識共有し、草刈の際は、お隣さんの雑草も一緒に
　・掃除が近所付合いのきっかけになる

■趣味やサークル活動
・ボランティアセンターや各種イ
   ベントへ参加する
■子どもとのつながり
・子供がいると高齢の方もうれしい
・子供を通じて話が弾むし、見て
   いるだけでうれしい
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町営住宅の新しいコミュニティについて、３班に分かれて話し合いました。
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【全班で共通の意見】

グループでの懇談


